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⽣殖細胞は、精⼦及び卵⼦に分化し、それらが融合することで新しい個体をつくり、
新しい世代に遺伝情報を伝える細胞です。

哺乳類の⽣殖細胞研究は、20世紀半ばの齧⻭類を⽤いた胚培養系・試験管内授精法の
確⽴により発展し、その技術がヒトに応⽤され、1978年イギリスで初の試験管ベビー
が誕⽣しました。2025年の⽇本では8.6⼈に1⼈が⽣殖補助医療により誕⽣しています。

さらに、⽣殖細胞研究は、ES細胞の樹⽴・体細胞クローンの作出・ゲノムインプリ
ントの発⾒等をもたらし、転写因⼦により体細胞をリプログラムするiPS細胞の樹⽴
につながりました。

⽣殖細胞研究は、医学、医療、さらには⽣命哲学に⼤きな影響を与えています。 

⽣殖細胞研究の社会へのインパクト



ヒト⽣殖細胞の発⽣過程

(Cell Stem Cell, 2016)

Epigenetic reprogramming

Sex determination

ヒト⽣殖細胞の発⽣機構はほとんど未解明である。



ヒト⽣殖細胞発⽣過程の試験管内再構成
(Cell Stem Cell, 2015; Science, 2018; EMBO J., 2020; Nature., 2024)

XY: BLIMP1-tdTomato;TFAP2C-EGFP (BTAG)

ヒトiPS細胞 (XY or XX) 初期中胚葉様細胞
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数ヶ⽉で100億倍以上の安定な増殖
エピゲノムリプログラミング
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Phase 1:
始原⽣殖細胞の誘導

Phase 2:
前精原細胞の分化

（エピゲノムリプログラミング）

Phase 1:
始原⽣殖細胞の誘導

Phase 2:
卵原細胞の分化

（エピゲノムリプログラミング）

Phase 3:
精原細胞の分化

（エピゲノムプログラミング）

Phase 4:
精⼦形成

（減数分裂）

Phase 3:
卵⺟細胞の分化
（減数分裂前期）

Phase 4:
卵⺟細胞の成⻑と成熟

試験管内で効率よく再現

ヒト配偶⼦試験管内造成研究
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ヒト配偶⼦試験管内造成研究



２．ヒト多能性幹細胞を⽣殖細胞に分化させるときに使⽤する物質・技術

ヒト配偶⼦試験管内造成研究の⽅法論
１．ヒト多能性幹細胞から⽣殖細胞を作成する研究において、動物体内(胎内含む)に移植する必要性。

再構成精巣や再構成卵巣をマウス腎被膜下や精巣被膜下、卵巣被膜下に移植し、精⼦や卵⺟細胞の
発⽣を誘導する研究。

https://www.cell.com/cell-stem-cell/fulltext/S1934-5909(26)00229-8

基礎培地に加え、サイトカイン、シグナル経路を刺激もしくは阻害する化合物、ホルモン、フィーダー細
胞、遺伝⼦、⾎清もしくは⾎清代替物、アミノ酸、糖、脂質、ビタミン、鉄分、亜鉛、様々な栄養素等、
通常の細胞培養に使⽤される、あらゆる物質が使⽤される可能性がある。

ヒトiPS細胞から精原細胞様細胞の誘導

https://www.cell.com/cell-stem-cell/fulltext/S1934-5909%2826%2900229-8

